
1　　広報くまむら　2019.11

球磨村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

広報くまむら
里 山 の 四 季 と 暮 ら し K u m a  V i l l a g e  P u b l i c  R e l a t i o n s

2019

12
No.325

防災教育の日
エメラルドグリーンウォーク 2019
フォトリポート



3　　広報くまむら　2019.12 広報くまむら　2019.12　　2

今月の
表紙 神瀬保育園の餅つき会が 12

月 14 日、神瀬多目的集会
施設で行われました。園児
は保護者や地域の人と一緒
に臼に入ったもち米を杵を
使ってつきました。ついた
餅はあんこ餅などにして振
る舞われ、園児たちはおい
しそうに頬張っていました。

球磨村村民防災会議シンポジウム 2020

エメラルドグリーンウォーク 2019 ／

スローフードふぇあ

防災教育の日

くまむらライフ里山のくらし

情報の窓口

役場への道路を交通規制します／

税を考える週間

納税は安心確実な口座振替を

コミュニティ・スクール
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急流と鍾乳洞の里「球磨村」
球磨村は熊本県の南部にあります。九州最大の鍾乳洞「球
泉洞」や村の中央を球磨川が流れ、眼下に雄大なパノラ
マが広がる自然豊かな遊びの宝庫です。穏やかに、緩や
かに、人と自然が調和した悠久のロマンが、今も受け継
がれています。

　広報くまむら

人の役に立てる仕事

一勝地小６年　大
お お い わ

岩　優
ゆ う と

斗　君

12 月号　Contents

　ぼくの夢は、人の役に立てる仕事につくことです。理由
は２つあります。まず、１つ目は、以前消防士の方が危険
な場所で火を消しているところをテレビで見て、熱い炎の
中なのに一生懸命火を消すためにがんばられていた姿が心
に残ったからです。２つ目は、警察官の方が事故の処理を
していたところを実際に見たことがあるからです。とても
大きな事故の中、みんなが安全に通れるように仕事をされ
ているところが心に残りました。
　自分の将来の夢のために、これからも相手の気持ちを考
えて行動し、人の役に立てることを進んでしていきたいと
思います。

わたしの夢　ぼくの夢

健幸家族

球磨村の美しい 79 集落／防災管理官コラム

包括だより

未来の力　淋颯大君

陽だまり

１月行事予定・相談・乳幼児健診・休日在宅当

番医

球磨村公民館図書室／文芸の広場／村人探訪

必勝 !! 合格祈願ノ旅　合格勝ち取りツアー

※球磨村青年団！／地域おこし協力隊は休載
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エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
９

秋
の
球
磨
川
と
お
も
て
な
し

　
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ク
２
０
１
９
は
11
月
23
日
、
球
磨

村
総
合
運
動
公
園
か
ら
一
勝
地
温

泉
か
わ
せ
み
ま
で
の
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
と
松
本
集
落
ま
で
の
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
に
１
１
６
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
に
輝
く
秋
の
球
磨
川
と

紅
葉
を
満
喫
し
ま
し
た
。
鵜
口
観

音
堂
や
一
勝
地
駅
、
柴
立
姫
神
社

で
は
、
地
域
の
人
の
温
か
い
お
も

て
な
し
が
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
鵜
口
班
は
こ
と
し
か
ら
特
製

の
お
で
ん
も
追
加
し
ま
し
た
。
人

吉
市
か
ら
初
参
加
の
白
石
さ
ん
は

「
球
磨
村
の
景
観
を
満
喫
し
ま
し

た
。お
も
て
な
し
も
素
晴
ら
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

１朝霧がかかるなかスタートする参加者　２那良口休憩ポイントの小
お が わ

川豊
と よ き

喜さん　
３自分のペースで球磨村の自然を満喫しながら歩きました　４鵜口観音堂でおも
てなしした皆さん　５休憩ポイントではたくさんのおもてなしがありました　６
柴立姫神社でおもてなしした皆さん　７一勝地駅でおもてなしした皆さん

　
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー

ク
２
０
１
９
と
同
日
開
催
と
な
っ

た
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ふ
ぇ
あ
」
が

石
の
交
流
館
や
ま
な
み
で
開
催
さ

れ
、
参
加
者
は
田
舎
料
理
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
く
ま
む
ら
山
村
活
性

化
協
会
（
代
表
理
事
柳
詰
村
長
）

が
主
催
し
、
高
沢
校
区
活
性
化
実

行
委
員
会
女
性
部
、
田
舎
の
体
験

交
流
館
さ
ん
が
う
ら
、
農
産
加
工

グ
ル
ー
プ
あ
じ
さ
い
な
ど
が
協
力

し
、
参
加
者
約
50
人
に
地
元
の
食

材
を
生
か
し
た
料
理
を
提
供
し
ま

し
た
。
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
会
場

で
は
、
や
ま
め
の
カ
ツ
サ
ン
ド
、

煮
し
め
、
つ
ぼ
ん
汁
な
ど
の
料
理

を
手
に
取
り
、
田
舎
の
味
を
堪
能

し
ま
し
た
。
八
代
市
の
鬼
木
さ
ん

夫
妻
は
「
お
も
て
な
し
の
料
理
す

べ
て
お
い
し
か
っ
た
。
さ
し
み
こ

ん
に
ゃ
く
が
特
に
お
い
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

里
山
の
料
理
を
堪
能

鹿に勝

やまめカツサンド

里芋の南蛮

さしみこんにゃく

きんぴら

勝万

柚なます

１３４

５６７

２
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12
月
１
日
、
村
内
の
小
中
学
校

で
「
防
災
教
育
の
日
」
に
基
づ
く

防
災
学
習
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し

た
。「
防
災
教
育
の
日
」
は
昨
年

の
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

を
活
用
し
た
防
災
訓
練
や
学
習
を

踏
ま
え
、
児
童
生
徒
に
定
期
的
な

学
び
の
場
を
提
供
す
る
た
め
12
月

第
１
日
曜
日
を「
防
災
教
育
の
日
」

と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
球
磨
中
学
校
で
は
、
中な

か
わ
た
り渡

徹と
お
る

防

災
管
理
官
が
、
村
の
豪
雨
災
害
や

熊
本
地
震
の
様
子
を
写
真
で
振
り

返
り
、
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
行

動
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
訓
練

は
村
内
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
り
連
絡

が
取
れ
な
い
集
落
が
あ
り
、「
明

日
大
雨
警
報
の
可
能
性
が
高
ま
っ

た
」
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
関
係
機
関
と
し
て
県
防
災
消

防
航
空
隊
、
消
防
署
、
消
防
団
、

災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）、

陸
上
自
衛
隊
、
警
察
な
ど
が
協
力

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
消
防
団

に
よ
る
防
災
ヘ
リ
の
誘
導
、
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
応
急

手
当
）、
ト
リ
ア
ー
ジ
終
了
に
伴

う
救
急
搬
送
な
ど
を
研
修
し
ま
し

た
。
ま
た
陸
上
自
衛
隊
と
消
防
団

が
協
力
し
た
避
難
誘
導
訓
練
で

は
、
土
砂
災
害
区
域
内
の
集
落
か

ら
、
２
歳
の
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　
永な

が
や
ま山

暖は
る
と大

君
は「
災
害
が
起
き
、

救
助
が
必
要
な
時
な
ど
に
私
た
ち

の
命
を
守
る
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
話
を

聞
い
た
り
訓
練
の
様
子
を
見
た
り

し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
心
強
く
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
各
小
学
校
は
、は
し
ご
車
体
験
や

煙
体
験
、放
水
体
験
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。児
童
は
防
災
の
話
し
な
ど

を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

参加した地域住民の声

陸上自衛隊の輸送により避
難しました。２歳の子ども
も訓練に参加してくれて、
班内の防災意識の向上につ
ながったと思います。

黄檗班長
清
き よ ふ じ

藤猪
い き お

喜男さん

防災教育の日にあわせて防
災リュックと名札を揃えま
した。名札には住民の意見
を反映し連絡先のほか、血
液型も記入しています。

田代班長
田
た し ろ

代正
ま さ し

司　さん

負傷者役を体験しました。
あっては困りますが、もし
もの時に備えての訓練で
す。皆さんも、もしもの時の
備えをしましょう。

消防第 4 分団
淋
そそぎ

俊
し ゅ ん じ

二　さん

１警戒レベルに応じた避難などの説明　２防災ヘリひばり
の説明を聞く参加者　３各小学校で放水体験　４トリアー
ジ終了に伴い負傷者を輸送　５災害派遣医療チームによる
応急手当　６煙体験をする児童　７陸上自衛隊の輸送によ
り避難する住民　８防災ヘリから負傷者を運ぶ熊本県防災
消防航空隊など　９はしご車に校舎の２階から乗る児童

防災教育の日

命
を
助
け
る
様
子
を
見
学

１２
３４５６７

８９
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　村内小学校の学習発表会が 11 月 24 日に開催され、
学年ごとに発表したり合唱したりして日頃の学習の成
果を保護者や地域の人に披露しました。
　各小学校５年生が水俣病について発表。実際に水俣
市に行き、聞いたことや体験したことを発表しました。
　一勝地小６年生は修学旅行で行った長崎県での体験
を発表し、戦争を二度としない、被爆者をこれ以上増
やさないという言葉が印象に残ったと話しました。平
和な未来を作るため相手の気持ちを考えた行動をして
いくと堂々と発表しました。

学習の成果を披露
村内小学校学習発表会

　くまもとの教育の日 in くまむらが 11 月 28 日、球
磨中学校で開催され、小中学校の児童生徒、保護者、
地域の人が参加しました。第２部の講演会では、熊本
出身で FREE SCHOOL 代表の寺

て ら も と

本真
ま さ と

将さんを講師に迎
え、「ストリートチルドレンに学ぶ生き方」と題した講
演がありました。寺本さん自身が世界中の子どもたち
を見てきたことに触れ、「学校へ行くことは当たり前と
思っているかもしれませんが、世界には学校に行きた
くても行けない子どもたちがいる。自分の夢に挑戦し
てほしい」と呼び掛けました。

くまもと教育の日 in くまむら
自分の夢に挑戦してほしい

寺本さんが「世界は何カ国ありますか」と質問 ステージで堂々と発表しました

　11 月 28 日、渡小学校 PTA が作成した平成 30 年度
PTA 新聞「風」が第 41 回全国小中学校 PTA 広報紙コ
ンクールで企画賞を受賞したことを柳詰村長に報告し
ました。
　渡小学校広報委員の松

ま つ の

野翔
し ょ う ご

吾さんは「全国 4,865 校
が応募したコンクールの中で企画賞という具体的に
中身を評価していただき苦労が報われた気持ちです。
PTA 新聞は学校の活動を伝えるとともに親の学びにつ
ながるツールだと思い、毎号自分達が学びたいテーマ
を掘り下げ特集を組みました」と話しました。

PTA新聞が全国の企画賞に入選
第41回全国小中学校 PTA広報紙コンクール

柳詰村長に喜びの報告をしました

　11 月24 日と25 日に山
や ま ぐ ち

口森
も り よ し

義さん宅で草木染絞り展
示会が開催され、独特の色に染まった染め物を観に村内
外から多く人が訪れました。
　展示会は妻山

や ま ぐ ち

口良
り ょ う こ

子さんの妹である野
の だ

田孝
た か こ

子さんが
第93 回国展入選したことの報告も兼ねて実家に展示し
たものです。野田さんは「最初は祖母が染め物をやって
いたところを見て興味を持ちました。自然の草や木を利
用し色の配色を決めて世界で１点の染め物を作ります。
着物などは半年ほどの時間がかかります。皆さんにも染
め物の世界を感じていただければ」と話しました。

草木染絞り展示会
草木染絞りで国展入選

一つ一つ丁寧に仕上げた染め物を展示
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第 10回村内小学校持久走大会
自己ベストを目指して

　第10 回村内小学校持久走大会が12 月11 日、球磨村
総合運動公園で開催され、保護者などが見守るなか全
員が完走することができました。当日に向けて、走り方
などを学ぶため地

ぢ げ

下翔
し ょ う た

太さんを講師に招くなど練習を
重ねてきました。一勝地小の柿

か き は ら

原和
か ず あ き

明校長は「持久走は
体と心を鍛えることができます。今日はみんな一生懸命
走っていました。自信を持って今後の生活に生かしてく
ださい」と講評しました。６年生男子で１位の串

く し や ま

山侑
ゆ う り

吏
君は「最後の持久走大会で１位をとれて嬉しい。練習し
てよかった」と笑顔で話しました。

保護者などが見守るなか元気にスタート

くまむらライフ里山の暮らし

　球磨村くり技術指導員認定証伝達式が 12 月 12 日、
役場村長室で行われました。
　くり技術指導員は、村果樹研究会から推薦された
椎
し い や

屋智
さ と し

司さんが、養成研修を受講し指導員としての知
識や技能などを習得し認定されました。今後は派遣依
頼を受け、栗のせん定など、栽培全般の指導に取り組
みます。
　指導員となった椎屋さんは「まずは自分の園でせん
定技術を磨き、派遣依頼者から喜ばれるような指導員
になりたいです」と話しました。

良質な栗栽培の指導へ
くり技術指導員認定証伝達式

認定証を受け取った椎屋さん（左）

　第 67 回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会が 12 月
15 日、人吉城跡ふるさと歴史の広場前をスタート・ゴー
ルとする全８区間 52.68㌔のコースで行われ、各市町
村から 22 チームが参加しました。
　球磨村は平均年齢 20.5 歳の若いチームで挑みました
が、目標の一桁順位には届きませんでした。しかし選
手たちは最後まで粘り強く走りました。
　球磨村順位 10 位　選手 1 区地

ぢ け

下翔
し ょ う た

太　２区淋
そそぎ

陽
は る き

樹　
３区地

ぢ げ

下瀬
せ な

奈　４区小
お が わ

川晃
こ う せ い

聖　５区浦
う ら の

野祐
ゆ う ま

磨　６区
松
ま つ ふ ね

舟海
う み

　７区野
の の は ら

々原佑
ゆ う や

也　８区佐
さ さ き

々木瑠
る き

希（敬称略）

村代表が球磨路を駆け抜ける
第67回球磨一周市町村対抗熊日駅伝大会

最後まで一生懸命走った選手たち

　村民防災会議第８回ブロック会議が 12 月 16 日から
20 日にかけて村内５ブロックで開催され、区長と班長、
老人会長、民生委員、教育機関などが参加し、ことし
の防災活動を振り返りました。第３ブロック（一勝地
周辺）の地区の発表では、「ことしは高齢者を中心とし
た消火器、消火栓訓練を実施できた」、「各家庭で備蓄
するようになった」などが挙がり、今後行いたいこと
は「危険箇所の把握」、「避難用リュックの整備」など
が挙がりました。参加者は「他の地区の活動を聞けて
よかった」と話しました。

ことしの防災活動を振り返る
村民防災会議第８回ブロック会議

中渡防災管理官の振り返り（第３ブロック）
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高
齢
者
の
食
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
い

き
い
き
元
気
栄
養
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
日　
令
和
２
年
１
月
20
日
㈪

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　
神
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
か
お
と

内
容　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事

　
　
　
づ
く
り
、
約
１
時
間
の
軽
い
運
動

参
加
費　
５
０
０
円

持
参
物　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
締
切　
令
和
２
年
１
月
14
日
㈫

問
い
合
わ
せ
　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
３
２
）１
１
１
２

※
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
ス
タ
ッ
フ
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

人口・世帯の動き
（12月１日現在）

人　口 前月比

世帯数（戸） 1,453 ー

人　口（人） 3,601 -7

男　性（人） 1,705 -3

女　性（人） 1,896 -4

高齢化率（％） 44.7

情報の窓口

11 月届け出分（敬称略）

▼ご結婚おめでとう

　氏名　　　　　地区

　森
も り

　純
じゅんどう

道　　　柳詰

　大
お お い わ

岩　由
ゆ か

佳　　福岡市

▼お悔やみ申し上げます　

　氏名　　　　　地区　　年齢

　山
や ま ぐ ち

口　博
ひ ろ し

史　　山口　　47 歳

　中
な か む ら

村　稔
みのる

　　　友尻　 103 歳

　那
な す

須　チサト　山口　　98 歳

▼香典返し（社会福祉協議会）

　今
い ま む ら

村　大
だ い は ち

八様　（故　ヱミコ様）

　井
い の く ち

口　祐
ゆ う じ

二様　（故　アイエ様）

　横
よ こ い

井　チリ様　（故　德
の り ゆ き

行様）

　山
や ま ぐ ち

口　森
も り よ し

義様　（故　博
ひ ろ し

史様）

　地
ぢ げ

下　禮
れ い こ

子様　（故　敬
け い し

士様）

　中
な か む ら

村　ユリ様　（故　稔
みのる

様）

　髙
た か は し

橋　眞
ま き

紀様　（故　佳
け い し

士様）

　那
な す

須　誠
せ い や

也様　（故　チサト様）

　【一般寄付】

　熊建労球磨村分会

戸籍の窓

寿

い
き
い
き
元
気
栄
養
教
室

　

年
末
年
始
は
、
お
歳
暮
や
お
年
賀
な
ど
、

何
か
と
贈
り
物
や
お
祝
い
ご
と
を
す
る
機
会

の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
き
れ
い
な
政

政
治
家
の
寄
付
は
禁
止
で
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
令
和
３
年
３
月

か
ら
健
康
保
険
証
利
用
が
始
ま
り
、
令
和
２

年
度
に
は
買
い
物
に
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
（
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

休
日
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

休
日
受
付
日

①
12
月
28
日
㈯　
②
令
和
２
年
１
月
26
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

必
要
な
も
の
　
カ
ー
ド
交
付
　
交
付
通
知

書
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
か
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
明
書
、
医
療

受
給
者
証
な
ど
の
う
ち
２
点
）　

カ
ー
ド
交
付
申
請
支
援
　
本
人
確
認
書
類

（
交
付
と
同
じ
）
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ

た
申
請
書
を
お
持
ち
の
場
合
は
そ
の
申
請
書
　

問
い
合
わ
せ
　

住
民
福
祉
課
住
民
係　
☎（
３
２
）１
１
１
２

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

治
・
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
実
現
、
選

挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す「
三
な
い
運
動
」

（
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い
）

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を

贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政
治
家

に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
公
職
選

挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル

を
守
り
、明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
球
磨
村
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
３
２
）１
１
１
１

　
事
業
者
や
農
家
の
貯
油
タ
ン
ク
か
ら
油
が

流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
の
多
く
は
管
理
不
備
や
操
作
ミ
ス
と

い
っ
た
人
的
ミ
ス
で
す
。
油
が
河
川
な
ど
に

流
出
す
る
と
、
上
水
道
や
地
下
水
、
農
業
、

漁
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
河
川
な
ど
へ
流
出
し
た
油
の
回
収
は
多
く

の
労
力
と
費
用
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
に
か

か
る
費
用
は
原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
貯
油
タ
ン
ク
を
使
用
す
る
際
は
必

ず
点
検
や
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
油
を
流
失
さ
せ
た
場
合
な
ど
は
す
ぐ
に
人

吉
下
球
磨
消
防
組
合
か
役
場
健
康
衛
生
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
流
失
元
の
確

認
や
流
失
防
止
対
策
、
油
の
回
収
な
ど
の
応

急
処
置
を
実
施
し
被
害
拡
大
防
止
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
衛
生
課
生
活
環
境
係
☎（
３
２
）１
１
３
９

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
☎（
２
２
）５
２
４
１

油
の
流
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

政治家寄付禁止の対象例
落成式・開店祝などの
花輪、葬儀の花輪・供
花、病気見舞いなど

お歳暮・お年賀など

結婚祝（※）、香典（※）、
卒業祝、入学祝など

※政治家本人が結婚披露宴、葬式など
に自ら出席してその場で行う場合には、
罰則が適用されない場合があります。
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悩
み
や
気
に
な
る
こ
と
話
し
ま
せ
ん
か
。

相
談
窓
口

①
熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
セ
ン
タ
ー
～
ゆ

る
こ
こ
～　
（
熊
本
県
中
央
区
）

開
設
日　
月
曜
・
火
曜
・
木
曜

午
前
９
時
～
正
午
／
午
後
１
時
～
午
後
３
時

②
役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

開
設
日　
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
～

ゆ
る
こ
こ
～
☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
７
７
　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
３
２
）１
１
１
２

　
全
国
的
に
高
齢
運
転
者
に
よ
る
「
ア
ク
セ

ル
」
と
「
ブ
レ
ー
キ
」
の
踏
み
間
違
い
が
原

因
の
深
刻
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
高

齢
運
転
者
に
対
す
る
後
付
け
ペ
ダ
ル
の
踏
み

間
違
い
防
止
装
置
の
設
置
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

対
象
者
　
県
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
運
転
者

内
容
　
協
力
店
舗
で
購
入
・
設
置
す
る
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の
一
部
を
最
大

３
万
円
補
助

期
間
　
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
～
２
月
29
日
㈯

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課
（
県
交
通
安

全
推
進
連
盟
事
務
局
）

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
３

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
費

用
の
一
部
補
助
し
ま
す

　
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
に
学
資
を
貸

与
し
ま
す
。

資
格　
本
村
に
３
年
以
上
在
住
す
る
人
の
子

で
、
高
等
学
校
や
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
校

に
在
学
し
、
学
業
成
績
が
優
秀
で
素
行
な
ど

に
問
題
の
な
い
人
で
あ
り
、
学
資
の
支
払
い

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
方
法　
在
学
者
と
入
学
予
定
者
と
も
に

現
在
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦
が
必
要

相
　
　
談

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口

募
　
　
集

球
磨
村
奨
学
金
募
集

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
は
19
万
８
千
棟
を

超
え
る
建
築
物
に
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震
に
備
え
た

住
宅
の
耐
震
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
講
師
が

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

期
日　
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　
宇
土
市
民
会
館

　
　
　
（
宇
土
市
新
小
路
町
１
２
３
）

講
師
　
井
戸
田　
秀
樹　
氏

演
題　
２
０
１
６
熊
本
地
震
に
学
ぶ
木
造
住

　
　
　
宅
の
巨
大
地
震
対
策

※
申
込
書
類
を
県
建
築
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
役
場
建
設
課
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ

県
建
築
課
安
全
推
進
班
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

イ
ベ
ン
ト

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
耐
震
対
策

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
様
々
な

相
談
を
受
け
、
役
場
と
連
携
し
福
祉
の
増
進

に
努
め
ま
す
。
生
活
で
困
っ
た
こ
と
な
ど
は

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
話
し
ま
せ
ん

か
。12
月
１
日
付
け
で
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員　
西に

し

和か
ず
ひ
ろ弘　

委
員（
新
）

担
当
地
区　
水
篠
・
糸
原
・
立
野
・
境
目

主
任
児
童
委
員
　
髙た

か
な
が永

く
み　
委
員
（
新
）

退
任　
糸い

と
は
ら原

絹き
ぬ
こ子　

委
員

※
そ
の
他
の
地
区
委
員
は
留
任
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　

住
民
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
３
２
）１
１
１
２

民
生
委
員
児
童
委
員
は
あ
な
た
の

身
近
な
相
談
役
で
す

で
す
。
志
願
者
は
、
推
薦
書
に
在
学
校
長
の

推
薦
を
受
け
、
連
帯
保
証
人
と
連
署
し
て
教

育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
奨
学
生

は
、
選
考
委
員
会
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

人
数　
５
人
以
内

貸
与
額
（
月
額
）

大
学
等　
３
万
円　

高
等
学
校
等　
１
万
５
千
円

申
込
締
切　
令
和
２
年
４
月
10
日
㈮

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
３
２
）１
１
１
７

球磨村プレミアム付商品券の
申請期限を延長します。

使用可能店舗（12 月 25 日現在）　
・愛甲商店・木屋商店・久米鮮魚店・大岩石油ガス店・
一勝地温泉かわせみ・球磨村森林組合（球泉洞、球泉洞
SS）・日當産業・ソソギ電工・髪のアトリエあきよし・大
岩モーターサイクル・坂口林業・インドウ電工・Misumi
石水サービスショップ・昭和建設株式会社・さつき食堂・
一勝地タクシー・くま村湯の駅・田頭製材所・球磨村社会
福祉協議会・球磨川歯科医院
※申請が可能と思われる人に事前に申請書を送付
しています。球磨村商工会が行っている「とくす
る商品券」ではありませんのでご注意ください。
使用可能店舗に追加があった場合は村
公式ウェブサイトに随時更新します。

申請期限 令和２年２月７日㈮

西委員

髙永委員

　問い合わせ　企画振興課山村振興係　☎（32）1114
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税を考える週間
　11 月 11 日～ 17 日は全国一斉の「税
を考える週間」でした。村内の小学校か
ら税に関する習字、中学校から標語と作
文の応募がありました。審査の結果、村
長賞２点、人吉間税会会長賞２点、優秀
賞５点が選出され、村長賞には、一勝
地小２年の谷

た に ぐ ち

口恭
き ょ う や

也君と球磨中１年竹
た け が み

上
希

の あ

海さんの作品が選ばれました。

優秀賞

一勝地小１年　岩
いわもと

本理
り な

菜さん 一勝地小３年　岩
いわもと

本一
か ず ま

真君 渡小４年　松
ま つ の

野真
ま よ

与さん 渡小５年　青
あおやま

山仁
まさとし

紀君 渡小６年　境
さかいめ

目凜
りん

さん

一勝地小２年　谷
たにぐち

口恭
きょうや

也君

村長賞
納
税
は

　
未
来
へ
役
立
つ

　
　
み
ん
な
の
貯
金

球磨中３年
上
うわしとみ

蔀櫂
か い と

斗君

税
を
知
り

　
税
を
納
め
て

　
　
　
地
域
貢
献

球磨中３年
川
かわさき

﨑美
み ゆ う

優さん

作
文

題
名「
税
に
つ
い
て
」
球磨中１年

竹
たけがみ

上希
の あ

海さん

人吉間税会会長賞

渡方面→

←神瀬方面

←
高
沢
方
面

駐車場

標
語

ここから役場まで
一般車両通行止め

国道 219号線中園方面
高沢方面

迂回路をご利用ください
神瀬方面から渡方面から

村道田頭線の法面対策工事のため、交通規制を行います。
場所　大字渡丙字丸尾地内
規制内容　終日全面通行止め（歩道は通行可能です）
規制期間　令和２年１月 10 日㈮～令和２年３月 19 日㈭
※コミュニティバス神瀬線は規制期間中球磨村役場バス
　停、田頭バス停には停車しません。
問い合わせ　建設課工務係　☎（32）1116
　　　　　　昭和建設株式会社　☎（22）2266

球磨村役場

役場への道路を交通規制します
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納税は安心確実な口座振替を
　村では、納税組合を設置し、村税、国民健康保険税、介護保
険料と後期高齢者医療保険料の納付の促進をしてきましたが、
納税組合をとおした納税通知書と納付書の配布ができなくな
り、令和２年 4 月から納税義務者に直接郵送することになりま
す。納税は納め忘れがなく、安心確実な口座振替をお勧めしま
す。

役場 納税組合 納税義務者

納税義務者に税額を通知

税金を納税組合へ渡す

納税通知書・納付書

税金を納付

廃止になります

今後は納税義務者と役場が直接やり取りすることになります

現在のイメージ

納付方法は２つです
１　指定の金融機関か役場窓口で納付書による納付
２　口座振替による納付

口座振替の仕組み

納税義務者

役場金融機関

①口座振替依頼書
（申し込み）

④口座から引き落とし

②口座振替依頼書（受付）

③口座振替用
　納税通知書

●口座振替を取り扱う金融機関
　・球磨地域農業協同組合（JA）
　・ゆうちょ銀行
　・肥後銀行
※今後取り扱い金融機関を増やす予定です。

問い合わせ　税務課☎（32）1113

●口座振替を申込むには
口座振替申込書を納税組合長をとおして組合員に
配布します。令和２年４月納期分に間に合わせる
ためには、令和２年３月 10 日まで直接金融機関
へ申し込んでください。

書き方が分
からない 金融機関に

行けない

口座振替申し出や納税全般に関することは税務課へ問い合
わせください。また詐欺にあわないよう役場以外の電話番
号は注意してください。

令和２年３月末に納税組合が解散します
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問い合わせ　教育委員会学校教育係☎（32）1117

　村内の小中学校では、地域と学校が連携・協働して地域と共にある学校づくりを目指すコミュニティ・スクールと
して、さまざまな活動に取り組むことで「地域」も「学校」も元気になることを目指しています。

子ども救命士学習

５・６年生を対象に子ども救
命士学習を行いました。子ど
もたちは、現役消防士から正
しい心肺蘇生法について学
び、練習することができまし
た。６年生は、ことしで６回
目の受講。子ども救命士認定
証をもらいました。

村内小中学校１月の主な行事予定　
期　日 内　容
8日㈬ ３学期始業式（各小中学校）

23日㈭ 小中連携事業（小中学校）
30日㈭ 小中連携事業（小中学校）

※村内小中学校の主な行事をお知らせします。期日・
内容などは、都合により変更になる場合があります。
お問い合わせは各学校へお願いします。

学習をとおして幼年期から
心肺蘇生法を学ぶことで、
いざという時に命を守る適
切な行動ができる大人に成
長してもらいたいと願って
います。ことしで７回目に
なります。今後も続けてい
きます。（人吉下球磨消防組
合西分署簑

み の だ

田尊
た か し

士さん）

棚田米稲刈り

10 月１日、全校児童による
棚田米の稲刈りを行いまし
た。ＰＴＡやＪＡくま女性部
の協力のもと、上級生と下級
生が協力しながら楽しく稲刈
りをしました。収穫したお米
は村内３校の学校給食で食べ
ました。

３年前からお手伝いしてい
ます。この取り組みは、お
にぎりを届けることから始
めました。子どもたちには、
米作りを体験することで食
のありがたさを感じる大人
に成長してほしいと願って
います。（ＪＡ女性部　北

き た む ら

村
千
ち は る

春さん、木
き ざ き

﨑美
み わ こ

和子さん）

住吉神社秋の例大祭

11 月 12 日、１・２年生で
住吉神社の秋の例大祭に参加
しました。児童は球磨神楽や
住吉谷奴踊りを鑑賞したり、
子ども相撲に参加したりし
て、地域の伝統文化に触れる
有意義な体験をすることがで
きました。

住吉神社は、球磨川の航行
や 交 通 安 全 の 神 様 と し て
地 域 に 親 し ま れ て き ま し
た。 昔 は、 奉 納 試 合 と し
て、ソフトボールや柔剣道
大会などがあり、にぎわっ
ていました。この伝統行事
を後世に伝えていきたいと
思います。（住吉神社会計係　
小
こ は し ぐ ち

橋口　博
ひ ろ こ

子さん）

老人会と協力した
クリーン作戦

11 月 12 日、老人会と協力
して地域の清掃活動を行いま
した。全校児童と老人会 14
人が６つの班に分かれて、地
域ごとにゴミを拾う活動をし
ました。好天に恵まれ、地域
のお年寄りとの交流もできま
した。

子どもたちと一緒に活動で
きて楽しかったです。老人
会では、子どもたちと触れ
合うことで、元気をもらっ
ているという声がたくさん
聞かれました。これからも
子どもたちのためにできる
ことをやっていきたいです。

（渡西鶴亀会　中
な か ぞ の

園忍
しのぶ

さん）

地域学校協働本部を立ち上げました
渡多目的集会施設で 11 月 26 日、地域学校協働本
部立ち上げ式を行いました。学校と地域の結びつき
をさらに強め、コミュニティスクールと両輪となっ
て、子どもの学びと育ちを応援し、地域には生きが
いづくりを感じることができるなど、双方向に効果
のある取り組みを行います。

一勝地小学校の取り組み

地域の声 地域の声

地域の声
地域の声
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健幸家族
国保通信

唐
突
で
す
が
、
最
近
水
分
補

給
し
て
い
ま
す
か
？
夏
場

は
熱
中
症
対
策
な
ど
で
水
分
を
補

給
し
て
い
た
の
が
、
涼
し
く
な
る

と
、
あ
の
熱
心
さ
は
ど
こ
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
間
の
体
の
約
60
㌫
は
水
分
で

す
。
毎
日
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど

か
ら
２
～
２・
５
リ
ッ
ト
ル
の
水

分
を
摂
取
し
、
尿
や
便
、
汗
な
ど

で
同
じ
く
ら
い
の
量
の
水
分
を
体

か
ら
排
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

季
節
が
変
わ
っ
て
も
あ
ま
り
変
化

あ
り
ま
せ
ん
。
熱
中
症
の
危
険
は

去
り
ま
し
た
が
、
水
分
補
給
の
重

要
性
は
夏
場
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

忘
・
新
年
会
で
も
忘
れ
ず
に

　
こ
の
時
期
、
忘
年
会
や
新
年
会

な
ど
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
お
酒
を
飲
む
と
喉
が
渇
く
こ

と
は
多
く
の
方
が
経
験
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
は
利
尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
飲

酒
が
過
ぎ
る
と
体
は
脱
水
状
態
と

な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん

だ
ら
意
識
的
に
水
分
を
補
給
し

て
、脱
水
状
態
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
で

は
、
悪
酔
い
を
し
な
い
と
し
て
飲

酒
の
合
間
に
水
分
を
取
る
「
和
ら

ぎ
水
」
を
勧
め
て
い
ま
す
。
一
年

の
疲
れ
を
お
酒
で
流
し
て
も
、
水

分
補
給
を
忘
れ
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
腎
臓
病
な
ど
、
水
分
制
限
が
必

要
な
人
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
　
　
一
般
の
部　

優
秀
賞

　
ま
ず
一
歩

　
　
毎
日
歩
く

　
　
　
　
　
万
歩
計

（
野
々
原
）
松ま

つ
お尾

勢せ
い
じ治　

様

作
品
に
込
め
ら
れ
た
想
い

　　
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の

健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
毎
日
歩
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
中
々

実
行
で
き
ま
せ
ん
。
一
歩
一
歩

努
力
し
て
健
康
維
持
に
努
め
て

い
ま
す
。

く
な
る
冬
場
は
水
分
摂
取
が
少
な

く
な
り
ま
す
。
水
分
摂
取
が
少
な

い
と
、
血
液
の
粘
度
が
上
が
り
、

い
わ
ゆ
る
「
ド
ロ
ド
ロ
」
の
状
態

と
な
り
ま
す
。
ド
ロ
ド
ロ
血
液
に

よ
っ
て
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な

り
、
結
果
と
し
て
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
脳
卒
中
、
心
筋
梗

塞
予
防
の
た
め
に
も
、
冬
場
も
水

分
補
給
で
す
。

水分補給
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
予
防
に
も

　
冬
場
に
は
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞

の
発
症
が
増
え
ま
す
。
こ
れ
は
寒

く
な
っ
て
血
圧
が
上
昇
す
る
こ
と

も
一
因
で
は
あ
り
ま
す
が
、
水
分

補
給
も
大
い
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
寒
く
な
っ
て
汗
を
か
か
な
く
な

り
、
の
ど
の
乾
き
を
自
覚
し
に
く

　
寒
く
な
る
と
風
邪
を
引
い
て
い

る
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
風
邪
対
策
の
王
道
で
あ

る
う
が
い
、手
洗
い
に
加
え
て「
水

分
補
給
」
も
大
事
な
予
防
策
の
ひ

と
つ
で
す
。

　
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
は
、
乾
燥
し

た
状
態
で
活
発
に
活
動
し
ま
す
。

反
対
に
湿
度
50
㌫
以
上
に
な
る
と

活
動
が
急
激
に
低
下
し
ま
す
。
水

分
補
給
は
喉
や
鼻
の
粘
膜
を
う
る

お
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

と
同
時
に
、
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス

を
痰
や
鼻
水
に
よ
っ
て
体
外
に
排

出
す
る
作
用
を
助
け
ま
す
。

　
風
邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た
ら
発

熱
や
食
欲
低
下
、
下
痢
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
に
よ
り
体
か
ら
の
水
分

排
出
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
普

段
以
上
に
水
分
を
補
給
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

風
邪
対
策
に
水
分
補
給

冬こそ

締切
間近 特定健診は受診されましたか

健診終了期限　令和２年1月31日㈮

　特定健診とは、日本人の死亡原因約６割を占める
生活習慣病の予防のために、40 歳から 74 歳まで
の人を対象にメタボリックシンドロームに着目した
健診です。球磨村国民健康保険被保険者の皆さんは
費用の補助が受けられる場合がありますのでお得に
健診ができます。
　検診車での受診をお忘れの人や今後病院での受診
を予定の人は、お早めに役場健康衛生課までご連絡
ください。

お急ぎください

問い合わせ　健康衛生課保健予防係☎（32）1139

く
ま
む
ら
健
康
づ
く
り
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
紹
介



　球磨村には 79 の集落があります。先人たちが残した大切な文化や集落のさまざまなお祭り、昔話や言い伝えなど
を紹介します。第４回は多武除集落です。多武除班長の多

た ぶ

武徳
の り よ し

芳さんに取材しました。

多
た ぶ の き

武除
第４回

　多武除集落は９世帯 18 人が住みます。役場から車で
約 20 分八代方面に走った国道 219 号線沿いに集落は
あります。多武除という地名の由来は定かではありませ
んが班長曰く、クスノキ科「タブ」の木に由来があると
いいます。タブの木の枝葉は乾燥させて製粉し、線香な
どノリ材に使用できます。タブの木が多かったのかもし
れません。
○神瀬小学校多武除分校
　分校ができる前は、葦北郡吉尾村字海路にある海路尋
常小学校に通っていました。球磨川の増水時は渡舟が不
可能になるため大正４年４月に分校が新設。昭和 31 年
に廃校となりました。
○観音さん祭り（７月 19 日）
　多武除集落にある「多武除観音堂」さんでお坊さんを
呼び交通安全、五穀豊穣などを祈ります。桐でつくられ
た約８㍍大念珠を囲み、南無阿弥陀仏と唱えながら大念
珠を回します。顔の高さまで上げて回す時もあります。
○山の神祭り（11 月 28 日）
　荒神様は女性の神様で女人禁制の言い伝えがあり、男
性のみで神事や清掃を行っています。当日は米を持ち寄
りハガマで炊いた米をお供えします。余ったものはおに
ぎりにして配ります。

こ
と
し
の
防
災
対
応
を
振
り
返
る

　
こ
と
し
を
代
表
す
る
災
害
と
し

て
、
全
国
的
に
は
、
台
風
19
号
と

そ
の
後
の
大
雨
に
よ
る
災
害
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
東
日
本
で
は
死

者
・
行
方
不
明
１
０
１
人
（
11

月
25
日
現
在
）、
住
宅
の
全
半
壊

２
万
１
１
４
２
棟
（
同
）、
堤
防

決
壊
７
県
の
71
河
川
で
１
４
０
カ

所
、
土
砂
災
害
６
６
７
件
な
ど
、

非
常
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
自
然
災
害
に
対
す
る
ハ
ー
ド
事

業
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
自
主
防
災
活
動
に

よ
る
住
民
自
ら
の
安
全
確
保
の
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
本
村
の
場
合
、
梅
雨
前
線
に
伴

う
大
雨
と
台
風
な
ど
を
つ
う
じ
て

甚
大
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
気
象
デ
ー
タ
な
ど
を
分

析
し
て
み
れ
ば
、
甚
大
な
被
害
が

起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
６
月
30
日
か
ら
７
月
４
日
の
大

雨
で
は
特
に
夜
の
は
じ
め
頃
か
ら

夜
遅
く
に
か
け
て
１
時
間
雨
量
80

㍉
の
猛
烈
な
雨
が
降
る
と
の
気
象

予
報
を
受
け
て
、
７
月
３
日
午
後

３
時
に
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し

た
。
そ
の
後
夕
方
か
ら
予
報
に
反

し
て
梅
雨
前
線
が
鹿
児
島
県
ま
で

南
下
し
た
た
め
、
本
村
に
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
７
月
13
日
の
午
後
７
時
20
分
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ

れ
、
午
後
７
時
30
分
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。
午
後
５
時
か

ら
午
後
８
時
の
３
時
間
雨
量
は

１
１
０
㍉
で
し
た
。
こ
の
日
の
気

象
予
報
は
梅
雨
前
線
は
熊
本
平
野

に
停
滞
す
る
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
予
報
に
反
し
て
県
南
ま
で
南

下
し
た
た
め
、
急
遽
の
対
応
と
な

り
ま
し
た
。

　
熊
本
地
方
気
象
台
の
防
災
気
象

予
報
官
は
、「
雨
雲
は
１
０
０
㌔

位
簡
単
に
ず
れ
る
」と
の
見
解
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
が
発
達
し
た

現
代
で
も
、
気
象
予
報
は
難
し
い

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ア
メ
ダ
ス
一
勝
地
観
測
所
の
６
月

か
ら
８
月
の
３
カ
月
雨
量
を
、
過

去
３
年
に
わ
た
り
比
較
す
る
と
、

こ
と
し
は
雨
が
多
か
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
こ
と
し
、
本
村
で
被
害
が
無

か
っ
た
こ
と
は
、
幸
運
だ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
中
渡
防
災
管
理
官

☎（
３
２
）１
１
１
１

日本で最も美しい村　九州ブロック通信

　沖縄県多良間村グリーンベルト設置推進活動として、多良
間小学校４年生、農家など約 50 人が参加し、ベチバー 1,200
体を土保利地区の水兼農道沿いに植栽をしました。村の農地
は表土が全体的に薄く、ほ場整備事業においても表土 40㌢
で整備されており、表土の確保に苦慮しています。このため、
畑地からの表土流出防止対策として、各ほ場におけるグリー
ンベルト設置が効果的です。継続
的な推進活動を実施していき、限
りある資源を大切にする取り組み
として続けていく予定です。

１球磨川河川敷に多武除分校
の跡が見えます　２多武除観
音堂　３山の神は観音堂の後
方に鎮座　４桐製の大念珠

１ ２

３ ４

農地と水を守るグリーンベルト設置推進運動
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鏡山長寿会

球磨村地域包括支援センター（住民福祉課内☎ 32-1112）

く
ま
も
と

メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

師
会
に
同
意
書
を
送
付
し
ま
す
。

③
熊
本
県
医
師
会
の
職
員
が
、
利

用
者
の
情
報
を
入
力
し
ま
す
。　

④
情
報
共
有
が
開
始
し
ま
す
。

＊
情
報
を
見
ら
れ
る
の
は
患
者
さ

ん
が
許
可
し
た
機
関
の
み
で
、
外

部
に
情
報
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。　

●
現
在
の
状
況

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
る

機
関
：
４
８
１
カ
所
（
う
ち
、
人

吉
球
磨
圏
域
は
73
カ
所
）

参
加
者
数
：
２
万
４
９
２
７
人

介護保険の現状を知っていただく
ため、村で介護サービスにかかっ
た費用を掲載します。

11 月　4,998 万 403 円
（熊本県国民健康保険団体連合会業務統計表より）

　水篠班、糸原班、立野班、境目班のサロンです。今
日は歌を手話でうたいました。炭坑節をアレンジした

「立野いいとこ」や「ももたろう」などを皆で歌いなが
ら、手慣れた手つきで手話をしました。途中ボランティ
アの人も歌に合わせて踊りだし、参加者とボランティ
アの人一緒になってサロンを楽しみました。

中園班

　寒くなり家から出るのがおっくうな時期になりまし
たが、元気に健康教室です。今日は 8 人で言葉探しゲー
ムから。途中で混乱して諦めそうになりますが、考え
ることが頭の体操になりますので最後まで頑張ります。
　肩甲骨の柔軟性を確かめるため、手と肘を合わせて
そのまま上にあがるかなど、みんなと確認しました。
少しでも長い間自分の力で生活するために元気なうち

から介護予防です。
　中園班は平成 30 年
度に介護予防拠点施設
整備で公民館を改装
し、さらに介護予防に
力を入れています。

　
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
県
内
の
病
院
や
薬

局
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
共
有
さ
れ
る
情
報

・
病
歴

・
受
診
歴

・
入
退
院
歴

・
薬
の
処
方
歴

・
各
検
査
結
果

・
介
護
保
険
情
報
な
ど

＊
機
関
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
情

報
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

か
か
り
つ
け
以
外
の
病
院
を
受
診

す
る
場
合
で
も
、

・
本
人
の
状
態
を
正
確
に
把
握
で

き
る

・
同
じ
検
査
を
受
け
な
く
て
済
む

・
薬
の
重
複
が
防
げ
る
な
ど

　
ま
た
、
災
害
時
に
カ
ル
テ
が
消

失
し
た
場
合
や
、
本
人
が
意
識
を

失
い
意
思
の
確
認
が
で
き
な
い
場

合
に
も
、
病
歴
な
ど
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
為
、
迅
速
な
治
療

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
利
用
す
る
に
は

①
参
加
同
意
書
を
提
出
し
ま
す
。

（
同
意
書
は
、
医
療
機
関
や
球
磨

村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）

②
提
出
先
の
職
員
が
、
熊
本
県
医

ふれあいサロン 健康教室出前講座

（左から）立
た つ の

野絹
き ぬ え

江さん、井
い ぐ ち

口スズコさん、井
い ぐ ち

口テル子
こ

さん

サロンに参加してます

手と肘をあわせて上にあがりますか

参考　平成 30 年 11 月
5,204 万 9,460 円

患者が持つ参加者カード

皆さんと触れ合って話
すことが楽しいし、ボ
ランティアの方が作る
料理もとても美味しい
です。
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未来の力
The power of the future

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

A
LL JA

PA
N

 C
H

A
LLEN

G
E 

C
U

P

の
九
州
最
終
予
選
が
11
月

17
日
に
福
岡
県
朝
倉
市
で
開
催
、

淋そ
そ
ぎ

颯そ
う
た大

君
（
渡
小
６
年
）
が
出
場

し
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
先
に
や
っ
て
い
た
姉
の
影
響
で

ダ
ン
ス
を
始
め
ま
し
た
。
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
「R

リ

ア

ラ

イ

ズ

eaLiZe

」（
人
吉

市
）
に
６
歳
か
ら
通
い
、
毎
週
４

日
２
時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
、
ダ
ン

ス
の
表
現
力
を
鍛
え
ま
す
。「
練

習
を
重
ね
る
ご
と
に
難
し
い
技
が

踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
が
ダ
ン

ス
の
面
白
い
と
こ
ろ
」
ま
た
、「
ダ

ン
ス
を
始
め
て
、
誰
に
で
も
挨
拶

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
明

る
く
話
し
ま
す
。

　
颯
大
君
が
行
う
「
ポ
ッ
ピ
ン
グ

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
種
類

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
動
き
を

し
た
り
、
人
間
で
は
な
い
よ
う
な

不
思
議
な
動
き
を
し
た
り
し
て
全

身
で
表
現
す
る
ダ
ン
ス
で
す
。
所

属
す
る
チ
ー
ム
「P

プ

レ

イ

キ

ッ

ズ

LA
YKID

Z

」

は
、
ポ
ッ
ピ
ン
グ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
チ
ー
ム
と
し
て
平
成
29

年
に
結
成
し
、
現
在
は
２
人
で
呼

吸
を
合
わ
せ
ま
す
。

　
12
月
14
日
愛
知
県
中
部
国
際
空

港
で
開
催
さ
れ
たA

LL JA
PA

N
 

C
H

A
LLEN

G
E C

U
P  FIN

A
L 

は
、
全
国
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
全
28
チ
ー
ム
が
集
結
し
ま
し

た
。
惜
し
く
も
入
賞
に
は
届
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
で
自
分
た
ち
の
ダ
ン
ス
を

堂
々
と
表
現
し
ま
し
た
。「
大
会

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
充
実

し
た
表
情
を
浮
か
べ
た
颯
大
君
。

　
今
後
の
目
標
は
、
日
本
で
一
番

の
ダ
ン
ス
の
大
会
「
ス
ー
パ
ー

キ
ッ
ズ
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な

る
こ
と
」
と
前
を
向
き
ま
す
。
大

き
な
舞
台
で
の
経
験
を
糧
に
、
さ

ら
に
高
み
を
目
指
し
今
日
も
自
分

を
磨
き
続
け
ま
す
。

淋
そそぎ

　颯
そ う た

大　君
12 歳　山口班

ダンススタジオ
R

リ ア ラ イ ズ

eaLiZe 所属
チーム P

プ レ イ キ ッ ズ

LAYKIDZ

同チームの鍬
く わ も と

本真
ま し ろ

白さん（左）（錦町）と一緒に

目
指
す
は
日
本
一
の
ダ
ン
ス
大
会

「
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
」
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

受賞歴（2019 年）
博多コレクション（ダンス＆ファッションショー）ゲ
スト出演（福岡市）、プレジールダンスコンテスト優
勝（八代市）、出水ダンスコンテスト優勝（鹿児島県出
水市）、Soulm8 TOP OF THE DANCE コンテスト３
位（福岡県福岡市）、ALL JAPAN CHALLENGE CUP
九州最終予選準優勝（福岡県朝倉市）、ALL JAPAN 
CHALLENGE CUP FINAL 出場（愛知県中部国際空港）

１練習は鏡を見なが
ら 行 い ま す　 ２ALL 
JAPAN CHALLENGE 
CUP 九 州 最 終 予 選
準 優 勝 の 充 実 し た
表 情 ３ ALL JAPAN 
CHALLENGE CUP 
FINAL の舞台に立つ
PLAYKIDZ １

２３
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陽だまりサロン

球磨村地域子育てセンター“陽だまり”
〒 869-6401球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）☎（33）0125 

陽だまりサロンでは、毎回、育児講座やフリートークなど、球磨村で子育て
中の親子やマタニティの皆さんで楽しく過ごしていますのでお気軽にご参加
ください。お待ちしています！（初めて参加する人は電話でご連絡ください）

おもちゃ作り・ソーイング

フェルトとペットボトルのキャップ、鈴を使ってのガラガ
ラ作りや、入園時に備えてのバックやマスク作りをしまし
た。手縫いやミシンを上手に使いこなして、素敵な作品が
できました。

子どもノート
「子どもノート」を使用し子どもの成長につい
て勉強会をしました。また子どもの発達につい
てのお話しも聞きました。

3歳 6カ月児健診

絵を描くのがとって
も 上 手 な 女 の 子 で
す。

１月行事予定

おしゃべりがとって
も上手です。家族か
らとってもかわいが
られていまーす。

虫歯０本です！
ちょっと恥ずかしが
りやな男の子です。

弟と時々喧嘩もする
けど仲良しです！ニ
コニコスマイルの元
気な女の子です。

毎日保育園に楽しく
通っています。大き
くなったらプリキュ
アになりたいです。

好奇心旺盛の元気な
男の子です。妹の面
倒もよく見てくれま
す。

感染症について
冬本番に向かうこれからは、インフルエンザや感染症が多くなります。
乳幼児が罹りやすい感染症をあげてみます。
● RS ウイルス感染症…生後６カ月以内の新生児が感染すると、気管支炎、
肺炎といった重篤な症状になりやすい感染症です。飛沫感染（咳、くしゃ
み、会話によって飛んだ小さな飛沫を近くにいる人が吸い込むことで感
染）します。
●溶連菌感染症…症状は、発熱（38 ～ 39℃）と“のど”の痛みです。
3 歳未満ではあまり熱があがらないと言われ、体や手足に小さくて紅い
発疹が出たり、舌にイチゴのようなツブツブができたりします。長期化
すると、心臓病や腎臓病につながることもあるので注意が必要です。病
院より出された薬は、最後まで飲み切ることが大切です。
●感染性胃腸炎…赤ちゃんは、自分では、感染症を防ぐことはできません。
周りの大人がまず感染症に罹らないようにすることが大切になります。
予防法は、「手洗い・うがいをしっかりする」、「人込みはなるべく避ける」、

「外出時にはマスクをする」ことで感染を大きく防ぐことができます。
赤ちゃんへの感染を予防するには、まず、周りの大人が感染して家に持
ち込まないことが第一です。手洗い・うがいの励行とマスクの着用を心
掛けて、感染症を予防しましょう！！

コ ラ ム
08 ㈬

15 ㈬

18 ㈯

23 ㈭

24 ㈮

25 ㈯

29 ㈬

陽だまりサロン

陽だまりサロン

持久走大会（渡）（こ）

3 カ月児、6 カ月児健診

陽だまりサロン

りんごの木サークル

育児講座（神）

陽だまりサロン

※村内保育園行事予定の一部も
掲載しています。都合により変
更する場合があります。ご了承
ください。

（渡）渡保育園
（こ）こがね保育園
（神）神瀬保育園
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こころの相談　
問い合わせ　①人吉保健所保健予防課　☎（22）3107
　　　　　　②住民福祉課地域包括支援係　☎（32）1112

相談受 場所 日　程 相談時間

①医師
人吉保健所 9 日㈭ 午後２時～

午後３時（要予約）多良木町役場隣 24 日㈮

②保健師 役場など 20 日㈪ 午後１時 30 分～
午後４時（要予約）

年金相談会　　
問い合わせ　八代年金事務所　☎0965（35）6123

場　所 日　程
人吉市東西コミュニティセンター 06 日㈪・20 日㈪・27 日㈪
錦町社会福祉協議会（温泉センター）15 日㈬・29 日㈬
多良木町役場（町民相談室） 08 日㈬・22 日㈬

予約受付時間　午前９時～午後５時（３日前までに要予約）
乳幼児健診
問い合わせ　健康衛生課保健予防係　☎（32）1139
●３カ月児、6 カ月児健診

健 診 対象者（平成 31 年・令和元年） 日 程 場 所
3 カ月児 8 月 22 日～ 10 月 23 日生まれ 23 日㈭ 渡多目的

集会施設6 カ月児 4 月１日～５月 31 日生まれ
受付時間　午後１時～午後１時 15 分　
内容　小児科健診、身体計測、子育て・栄養相談
●こども歯科健診・フッ素塗布

健 診 対象者 日 程 場 所
１歳 H30.11.1 ～ H31.2.28 生まれ

９日㈭ 渡多目的
集会施設２歳 H29.6.1 ～ H29.9.30 生まれ

３歳 H29.2.1 ～ H29.5.31 生まれ
受付時間　午後指定時間　内容　歯科健診、個別相談、希望者には
フッ素塗布　持参物　母子健康手帳、問診票、フェイスタオル

休日在宅当番医
※都合により変更になる場合がありますので、受診する人は事前に
医療機関にご確認ください。

１日㈬
願成寺ごんどう医院 ☎（22）4700
小林脳神経外科 ☎（24）8331
たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222

２日㈭
球磨病院 ☎（22）3121
人吉記念病院（旧手塚病院） ☎（22）5271
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

３日㈮
しらおく内科クリニック ☎（25）1550
たけだ眼科クリニック ☎（23）3096
公立多良木病院小児科 ☎（42）2560

５日㈰
田中医院 ☎（24）6127
田中クリニック ☎（22）7222
人吉医療センター小児科 ☎（22）2191

12日㈰
辻循環器科内科 ☎（24）8888
外山胃腸病院 ☎（22）3221
増田クリニック小児科 ☎（22）3570

13日㈪
堤病院 ☎（22）0200
たかみや医院 ☎（24）5611
たかはし小児科内科医院 ☎（24）2222

19日㈰
外山内科 ☎（22）2003
とやまクリニック胃腸科・肛門科 ☎（28）3375
やまむら小児科・内科 ☎（45）0005

26日㈰
ひとよし内科 ☎（24）1211
豊永耳鼻咽喉科医院 ☎（22）2031
増田クリニック小児科 ☎（22）3570

１月　行事予定
１水 元旦

２木

３金

４土 球磨村成人式 午前 10 時～（石の交流館やまなみ）

５日 球磨村消防団出初式 午前 10 時～（球磨村総合運動公園）

６月

７火

８水

９木 こども歯科健診・フッ素湿布　午後指定時間（渡多目的集会施設）

10 金 区長文書

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木 球磨村村民防災会議シンポジウム 2020
午後６時～（石の交流館やまなみ）

17 金

18 土

19 日 必勝 !! 合格祈願ノ旅合格勝ち取りツアー
午前８時 45 分～（一勝地駅）

20 月 いきいき元気栄養教室　午前 10 時～（神瀬福祉センターたかおと）

21 火

22 水

23 木 3 カ月児、6 カ月児健診　午後１時～（渡多目的集会施設）

24 金

25 土

26 日

27 月 区長文書（広報くまむら発行）

28 火

29 水

30 木

31 金

相談・乳幼児健診・休日在宅当番医
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球磨村公民館図書室では、１回につき１人２冊まで、２週間のレンタルができますのでぜひご利用ください。
受付日　月曜～金曜（祝日を除く）　受付時間　午前８時 30 分～午後５時

お す す め
へんてこりんな宇宙図鑑

岩谷圭介／著
この本で、今まで思っていた宇宙に対
する印象が変わるかも？

「え～マジで！」と驚くことがあった
り、「なんておバカ」と笑ってしまっ
たり、「宇宙やばい！」と気が遠くな
るかもしれません。小学校の子どもさ
んから読めるように、分かりやすく文
章とイラストで読みやすくなっていま
す。

天才を殺す凡人
北野唯我／著

誰かが新しいことにチャレンジすると
きに、邪魔をしたり足を引っ張る人や
物に対して猛烈な怒りを感じたり、国
籍や職業、生まれなど「その人のせい
ではない理由」だけで足を引っ張られ
ていることが山ほどにあります。すべ
てのプロセスにいる、今挑戦しようと
している人に読んでもらいたい本で
す。

＊球磨村公民館図書室＊ Kuma Village Library 問い合わせ　教育委員会　☎（32）1117
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文芸の広場

　12 月はあっという間に過ぎ去りそうです。４月
に広報担当になり毎月の締切に追われる毎日となり
ましたが、皆さんのご協力のおかげで何とかやって
います。まだ撮影技術も未熟で大変申し訳ないと思
う毎日ですが、取材にご協力いただきありがとうご
ざいます。広報紙に載る人は一生に一度の人もいま
す。その一度の機会の撮影をさせていただくという
心掛けを持って取材に臨みたいと思います。皆さん
良いお年をお迎えください。（野々原）

編集後記田舎の郷土料理でおもてなし
しますが、みんなの協力にと
ても感謝しています。観光の
イベントでは地元の食材を生
かした料理を提供します。特
に煮しめや酢の物が人気で、
おいしいと言ってもらえたと
きは嬉しいですし、やりがい
を感じます。今後も関係機関
と連携し、みんなと協力して
おもてなししていきます。

毎月 10 日までに企画振興課へ提出ください

村人探訪

髙
た か さ わ

澤　アイ子
こ

さん

高沢校区活性化実行委員会
女性部
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